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この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●
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KNEWS No.30 2017.1 

医療安全への取り組み
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医療安全

日本では1999年、患者を取り違えての手術や間違っ
た薬剤での点滴など「医療安全」のきっかけとなった
医療事故が発生しました。それまで医療事故は「個々
人の注意で防ぐもの」という見方でしたが、2000年
以降は「チームや組織全体の在り方を改善しなければ
防止できない」に変遷していきました。

国も医療安全について施策を講じ、2001年に厚生
労働省に医療安全推進室が設置され、医療安全対策検
討会議が開かれました。その後、医療安全管理の整備
が進められ、2003年には特定機能病院などに医療安
全管理者・部門・患者相談窓口の配置が義務化となっ
ています。

当院でも医師や看護師、薬剤師ら多職種がそれぞれ
の場面で医療安全に取り組んでいます。各職種だけで
はなく、病院全体での横断的な取り組みも実施してい
ます。

患者さんには、診察や処置・検査の際には、生年月
日とフルネームを名乗っていただきます。処置・検査・
手術・注射などを行う場合、必ず説明を行っています
が、説明が不十分な場合や分からないときは、医師や
看護師にお聞きください。

患者さんに安心して治療や看護などを受けていただ
けるように、日々職員一同努めています。安全な医療
を受けていただくために、患者さん自身も治療への参
加をお願いいたします。



多職種が各々の専門性
を生かして質の高い医
療を目指す１泊２日の
チーム医療研修会

入職時の医療安全研修で
指差し呼称する新入職員

外部の医療安全の専
門家による講演会を
春と秋に開催

各部署の取り組みを報
告する医療安全活動発
表会

初
期
対
応
手
順
を
身
に
つ

け
る
医
療
事
故
想
定
訓
練

２月

４月

６月

10月

10月

８月
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当院では、病院を挙げて医療安全に取り組んでいます。人間
は誰しもときには間違えることがありますが、ヒューマンエ
ラーが医療事故につながらないような仕組みや、間違いに気
づける仕組みを病院全体で構築し、患者さんが安心、安全な
医療が受けられるよう日夜努力しています。

医療安全への取り組み

　医療安全のための院内組織を全国に
先駆けて2003年に立ち上げ、各部署に
は現場サイドで医療事故防止に携わる
担当者を配置しています。下の表や次
ページの写真は活動の一部ですが、医
療安全に対する取り組みや真摯な姿勢
が全国の病院の中でも有数になれるよ
う、職員一同で努めています。当院の
活動は全国の病院から注目され、他院
からの視察や問い合わせも多く受け入
れています。

対象者 内　容

全職員
外部の医療安全の専門家による講
演会や、医療安全について重点的
に取り組む医療安全週間など

新入職員
全員

入職時に医療安全の研修を行い、
その後も定期的に研修を継続

新任医師
全員

院外の研修施設で実施する医療安
全に特化した１泊２日の宿泊研修
を義務付け

　このように、安心、安全な医療が受
けられるようさまざまな努力を重ねて
いますが、元来、医療は不確実なもの
です。患者さんは誰一人として同じで
はなく個々人で異なる身体的特徴があ
り、治療効果も人によってさまざまで
す。副作用や合併症はどのような治療
にも起こりえることで、完全にゼロに
することは出来ません。治療の際には
事前に十分な説明を行い、患者さん自
身が納得した上で治療が受けられるよ
う心がけています。不明の点やお気づ
きの点があれば、遠慮なく職員に尋ね
てください。

安
心
、
安
全
な
　
　
　

医
療
を
目
指
し
て

HQM推進室　室長
　橋本　徹

昭和61年京都大学医学部卒業
日本呼吸器学会専門医、指導医
日本感染症学会専門医、指導医
インフェクションコントロール
ドクター　など
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【入院病棟】
当院の入院患者数は１日平均1000人前後で、入院中の転倒

転落発生件数は月平均81件で、繰り返し転倒転落される方も
おられます。場所はほとんどがベッドサイドで、排泄前後の
転倒が多いです。

患者さんやご家族の中には「病院で転んでケガをするわけ
がない」と思われている方もいます。しかし、入院中は病気
や治療・処置・投薬などに伴う身体への影響で、体力や運動
機能が低下しています。普段は元気でも、起き上がって立ち
上がるときにふらつく、思いがけず足に力が入らず歩行中に
膝折れすることもあります。高齢者や日常的に歩行障害があ
る方はさらに転倒しやすい状況になります。住み慣れた家庭
環境とも異なり、転倒転落の危険性がさらに高まることをご
理解いただく必要があります。

入院した方全員に、転倒転落防止ビデオを見ていただきま
す。さらに、患者さんの状態評価や介助方法を定期的に見直
しています。手術や検査の後や病棟の変更など、看護師が必
要と判断した場合で、週１回以上行います。この活動は、医師、

看護師、薬剤師、療法士などさ
まざまな職種が参加して取り組
んでいます。

時には安全性のため、ベッド
柵やベッドの高さを調節すること
があります。医療者と協働して、
転倒転落を防いでいきましょう。

 ◉ 患者誤認防止活動
患者誤認を防止するために、外来では「本 日のご予定表」で、入院患者さんには、原則、右手手首に装着する

リストバンドで患者照合をしています。「本 日のご予定表」やリストバンドがない場合は、フルネームと生年月
日の２つの情報を口頭で伝えていただきま す。点滴や注射、採血、配薬、手術、検査、処置などのさまざまな
場面で何度もお尋ねしますが、ご協力をよ ろしくお願いいたします。

患者心理として、外来や検査の場面で「次 は自分の順番だ」と思うと、良く似た名前でも、自分の名前が呼ば
れたような気持ちになって返事をしてしま います。医療者は患者さんが返事をしたため間違いないと誤認して
しまう事例も発生しています。患者誤認防 止活動に取り組み、年々減少傾向ではありますが、年間110件程度
は発生しているのが現状です。正しく安全 な治療を受けていただくため、ご協力をよろしくお願いいたします。

【外来】
外来は１日平均2800人の患者さんが

訪れています。外来での転倒転落発生
は月平均４人で、場所では診療科の待
合室や外来玄関ホールが多いです。歩
きはじめのふらつきや、立ち上がろう
として膝に力が入らず転倒する場面が
目立ちます。

全職員が注意するポイントを理解して、転倒転落の危険性
が高いと思われる方に注意を払い、介助ができるようにしてい
ます。また、階段・エスカレーター・段差のある場所（体重計
等）は、ポスターなどを用いて注意喚起をしています。体力が
低下した方、１人での移動に少しでも不安と思われた方は、家
族や病院職員に付き添ってもら
いましょう。職員に遠慮なく声
をお掛けください。

医療安全活動の一環として、当院では患者さんの転倒転落防止と患
者誤認防止の活動を、医師・看護師・薬剤師・療法士・事務など各
職種が参加して取り組んでいます。職員だけではなく、患者さんや
ご家族の協力なしでは防止できません。ご協力をお願いいたします。

 ◉ 転倒転落防止活動

転倒転落防止ビデオの映像の一部
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血
糖
値
測
定
や
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
「
健
や
か
ブ
ー
ス
」
も
講
演

会
当
日
の
13
時
か
ら
50
分
間
開
催
し
て

い
ま
す
。
当
院
や
共
催
病
院
、
公
民
館

な
ど
に
配
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
が
申
し

込
み
用
紙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
は
わ
が
プ
ロ
事
務
局
（
倉

敷
中
央
病
院
地
域
医
療
連
携
室
：
℡

０
８
６
︲
４
２
２

︲
５
２
１
８
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。第

15
回
講
演
会

は
５
月
23
日（
火
）

の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細

は
次
回
４
月
に
発

行
す
る
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
31
号
で
お
伝
え

し
ま
す
。

状
に
、「
年
に
一
度
は
＂
け
ん
し
ん
＂

を
受
け
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ら
れ

ま
し
た
。

野
村
先
生
は
が
ん
の
種
類
別
罹
患
率

で
、
女
性
は
乳
房
が
第
一
位
と
報
告
。

乳
が
ん
治
療
で
、
手
術
後
の
外
来
診
療

も
大
規
模
病
院
へ
の
通
院
を
希
望
す
る

患
者
さ
ん
が
多
い
場
合
、
苦
痛
を
抱
え

て
い
る
患
者
さ
ん
の
診
察
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
も
紹
介
。「
地
域
連
携

パ
ス
な
ど
を
用
い
、
病
院
と
か
か
り
つ

け
の
先
生
が
役
割
分
担
を
し
て
共
同
で

診
療
、
再
発
防
止
、
再
発
の
早
期
発
見

を
目
指
し
て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
に
も
お

答
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

講
演
は
、
倉
敷
市
保
健
所　

健
康

増
進
セ
ン
タ
ー　

所
長　

檜
垣
み
ち
よ

先
生
が
「
受
け
て
い
ま
す
か
？
年
に
一

回
カ
ラ
ダ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＂
け
ん
し

ん
＂」、
川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院　

乳

腺
甲
状
腺
外
科　

医
長　

野
村
長
久
先

生
が
「
も
っ
と
知
ろ
う
、
乳
が
ん
に
つ

い
て
」と
題
し
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

檜
垣
先
生
は
、
検
診
で
見
つ
か
っ
た

が
ん
は
手
術
な
ど
の
根
治
的
治
療
の
割

合
が
高
い
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
ど
の
部

位
で
も
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
20
％
前

後
が
大
半
で
、
精
密
検
査
の
通
知
が

あ
っ
て
も
受
け
て
い
な
い
人
が
い
る
現

が
あ
れ
ば
早
め
の
治
療
を
施
す
こ
と
で
、

家
族
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
社
会
を
目

指
し
た
い
」
と
共
同
企
画
で
開
催
し
ま

し
た
。
臨
時
託
児
所
の
開
設
や
育
児
相

談
、
乳
房
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
今
回
限

定
で
実
施
し
、
受
付
な
ど
の
会
場
の
運

営
に
も
同
大
の
学
生
約
20
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

２
０
１
３
年
11
月
に
活
動
が
始
ま
り
、

今
回
で
4
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
こ
れ
ま
で
の
講
演
会
や
、
小
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
す
る

「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
＂
壁
新
聞
＂

を
掲
示
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で

「
わ
が
街
健
康
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。」（
わ
が
プ
ロ
）
の
第

13
回
講
演
会
が
２
０
１
６
年

11
月
29
日
、
倉
敷
市
民
会
館

で
開
か
れ
、
倉
敷
市
を
中
心

に
約
１
５
０
人
の
市
民
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
通
常
講
演
と
は
異

な
り
、
川
崎
医
療
福
祉
大

学
・
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
部
４
年
生
・
古
武
彩
花

さ
ん
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ

「
主
婦
を
中
心
と
し
た
多
く

の
女
性
が
、
健
康
診
断
や
婦

人
科
検
診
を
受
診
し
、
問
題

わがプロカウンター
参加延べ人数 2,431人

　　ブロンズサポーター
（講演会3回参加） 210人

　　ゴールドサポーター
　（講演会6回+ミーティング2回参加） 86人

講
演
の
詳
細
は
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
め
ば
、
直
接
ペ
ー

ジ
へ
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　   
わ
が
街
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

― 

活
動
４
年
目
は
「
大
学
生
の
卒
業
研
究
テ
ー
マ
と
共
同
開
催
」
で
ス
タ
ー
ト

児島中央病院　健康増進センター SOPHIA　主任　楠本　舞　先生

講 演①

次回第14回講演会は 参加無料

倉敷市民会館　大会議室2F
2017年2月17日（金）14:00～

「胃がん、大腸がんの予防と早期発見！
　　～検診で見つかる最新事例より～」

チクバ外科・胃腸科・肛門科病院　理事長　竹馬　彰　先生

講 演② 「胃がん、大腸がんの治療について
　　～内視鏡治療の実際～」

講
演
は
〝
け
ん
し
ん
〞
と

乳
が
ん
の
２
本
立
て

わがプロの活動テーマ
① 医療機関と上手に付き合う
② 病気の予防と健康維持
③ 倉敷をもっと好きになる
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限
界
が
あ
り
、
最
近
話
題
の
「
免
疫
療

法
」
に
関
し
て
も
、
恩
恵
を
受
け
る
患

者
さ
ん
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

重
い
副
作
用
な
く
完
治
で
き
る
患
者
さ

ん
が
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
る
か
は
、
未

だ
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。
手
術
で
除
去

で
き
な
い
段
階
に
な
る
と
薬
物
、
放
射

線
治
療
と
な
り
ま
す
が
、
完
治
す
る
こ

と
は
ま
れ
で
、
症
状
の
緩
和
や
延
命
治

療
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

区
域
切
除
に
つ
い
て

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い

奥
村
　
が
ん
が
完
全
に
切
除
が
で
き
ず

に
再
発
す
れ
ば
本
末
転
倒
な
の
で
、
大

き
さ
が
２
セ
ン
チ
以
下
の
Ⅰ
期
の
肺
が

ん
で
、
末
梢
に
あ
り
悪
性
度
が
低
い
と

予
想
さ
れ
る
が
ん
に
限
定
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
で
は
Ⅰ
期
の
肺
が
ん
は

全
て
胸
腔
鏡
手
術
で
行
い
ま
す
。
こ
こ

２
～
３
年
で
ほ
ぼ
全
例
「
完
全
鏡
視
下

手
術
」
に
移
行
し
て
き
て
い
ま
す
。
以

前
は
５
～
６
セ
ン
チ
の
皮
膚
切
開
で
の

小
開
胸
で
し
た
が
、
現
在
は
原
則
３
セ

ン
チ
の
手
術
痕
１
箇
所
と
１
・
５
～
２

セ
ン
チ
ほ
ど
の
傷
２
箇
所
し
か
残
さ
ず

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
患
者
さ
ん
の

身
体
へ
の
負
担
は
さ
ら
に
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
平
均
入
院
日
数
も
約

７
日
で
す
。

高
齢
の
肺
が
ん
患
者
さ
ん
が

増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す

奥
村
　
当
科
で
は
80
歳
以
上
の
超
高
齢

者
の
肺
が
ん
患
者
さ
ん
に
も
、
十
分
な

術
前
の
耐
術
能
評
価
の
下
に
積
極
的
に

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年

は
年
間
48
人
の
80
歳
以
上
の
患
者
さ
ん

に
手
術
し
ま
し
た
。
中
に
は
狭
心
症
や

肺
気
腫
な
ど
重
篤
な
並
存
疾
患
を
合
併

し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い
ま
す
が
、
総

合
病
院
の
強
み
を
生
か
し
て
他
科
と
密

な
連
携
の
下
に
、
安
全
な
手
術
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
は
？

奥
村
　
た
ば
こ
は
大
き
な
リ
ス
ク
の
一

つ
で
す
が
、
原
因
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
齢
と
と
も
に
発
症
率
は

上
が
り
ま
す
。
画
像
診
断
の
進
歩
、
特

に
Ｃ
Ｔ
は
非
常
に
精
度
が
上
が
り
、
が

ん
が
小
さ
な
段
階
で
も
見
つ
か
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
費
用
は
掛
か
り

ま
す
が
、
一
定
の
年
齢
に
な
れ
ば
Ｃ
Ｔ

を
含
む
検
診
を
定
期
的
に
受
け
る
こ
と

は
有
効
だ
と
い
え
ま
す
。

治
療
方
法
は
？

奥
村
　
早
期
の
肺
が
ん
は
手
術
が
第
１

選
択
に
な
り
ま
す
。
Ⅰ
～
Ⅲ
期
の
前
半

（
Ⅲ
Ａ
期
）
ま
で
に
行
う
施
設
が
多
い

で
す
。
当
院
で
は
Ⅲ
Ａ
期
の
患
者
さ
ん

に
対
し
て
は
、
手
術
前
に
抗
が
ん
剤
や

放
射
線
治
療
を
行
っ
た
上
で
手
術
を
実

施
し
ま
す
。

　

肺
が
ん
は
、
指
針
で
は
が
ん
の
大
き

さ
が
１
セ
ン
チ
で
も
肺
葉
一
つ
を
全
部

取
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

肺
は
再
生
し
な
い
の
で
、
肺
活
量
が
少

な
い
状
態
で
術
後
を
過
ご
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
き
さ
や
場
所
、

予
想
さ
れ
る
が
ん
の
性
格
か
ら
判
断
し
、

通
常
よ
り
肺
を
小
さ
く
切
除
す
る
「
区

域
切
除
」
や
「
部
分
切
除
」
と
呼
ば
れ

る
縮
小
手
術
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

抗
が
ん
剤
で
す
が
、
よ
く
効
い
て
も

が
ん
の
罹
患
率
や
死
亡
率
は
男
性
の
方

が
高
く
、
女
性
の
３
～
４
倍
で
す
。
部

位
別
で
は
、
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
男
性

患
者
の
第
１
位
が
肺
で
す
。
罹
患
数
と

死
亡
数
に
大
き
な
差
は
な
く
、
生
存
率

が
低
い
が
ん
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。診

断
は
ど
の
よ
う
に

行
い
ま
す
か
？

奥
村
　
Ｃ
Ｔ
や
気
管
支
鏡
を
用
い
た
検

査
な
ど
で
肺
が
ん
か
ど
う
か
を
調
べ
ま

す
。
肺
が
ん
と
分
か
れ
ば
、
進
行
度
を

調
べ
る
た
め
、
全
身
Ｃ
Ｔ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検

査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
進
行
度
は
Ⅰ
期
、Ⅱ
期
、Ⅲ
期
、

Ⅳ
期
の
４
段
階
に
分
け
、
さ
ら
に
大
き

さ
や
リ
ン
パ
節
転
移
の
状
況
に
よ
っ
て

Ⅳ
期
以
外
は
Ａ
、
Ｂ
に
分
類
し
ま
す
。

肺
が
ん
は
ど
の
よ
う
な

症
状
が
出
ま
す
か
？

奥
村
　
咳
や
た
ん
、
倦
怠
感
や
胸
痛
な

ど
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は

進
行
期
の
症
状
で
、
早
期
は
ほ
と
ん
ど

無
症
状
で
す
。
こ
の
た
め
、

検
診
や
他
の
病
気
で
胸
部

Ｘ
線
や
Ｃ
Ｔ
を
撮
影
し
た

際
に
偶
然
発
見
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。
血

痰
は
肺
が
ん
の
可
能
性
が

高
い
た
め
、
早
め
に
専
門

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
肺

肺
が
ん
手
術
の
は
な
し

　

呼
吸
器
外
科

　

主
任
部
長　
　

奥
村　

典
仁
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機
関
を
受
診
し
て
、
保
険
診

療
で
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
診

断
・
除
菌
治
療
を
相
談
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

苦
し
く
な
い

 

経
鼻
内
視
鏡
検
査

国
の
指
針
で
は
お
薬
の
副

作
用
の
心
配
か
ら
、
内
視
鏡

検
診
は
鎮
静
剤
を
使
用
し
な

い
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
で
も
、
ご
安
心
下
さ

い
。
倉
敷
中
央
病
院
で
は
、

２
０
１
７
年
度
よ
り
、
最
新

型
の
経
鼻
内
視
鏡
検
査
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鎮
静
剤
が
な
い
と
苦
し
く
て

内
視
鏡
を
飲
め
な
か
っ
た
方

で
も
、
経
鼻
内
視
鏡
で
苦
痛

な
く
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

経
鼻
内
視
鏡
は
経
口
内
視
鏡
と
異
な

り
、
内
視
鏡
が
舌
の
つ
け
根
を
通
ら
な

い
た
め
ス
コ
ー
プ
が
の
ど
に
も
触
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
検
査
時
の
吐
き
気

や
不
快
感
、
息
苦
し
さ
な
ど
が
大
幅
に

軽
減
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

胃
が
ん
の
症
状
は
胃
の
痛
み
や
不
快

感
、
胸
や
け
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
早

期
で
の
自
覚
症
状
は
少
な
く
、
進
行
し

て
も
無
症
状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

倉
敷
市
胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
の
ス

タ
ー
ト
を
機
会
に
、
是
非
、
経
鼻
内
視

鏡
に
よ
る
苦
痛
の
な
い
胃
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
胃
が
ん

危
険
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

現
状
で
す
。

始
ま
る
胃
が
ん
内
視
鏡
検
診

２
０
１
５
年
、
検
診
を
内
視
鏡
で
受

け
て
い
る
方
は
、
バ
リ
ウ
ム
検
診
の

方
よ
り
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク

が
低
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
ま

し
た
（
図
）。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

２
０
１
６
年
２
月
、
厚
生
労
働
省
は
胃

が
ん
検
診
を
内
視
鏡
で
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
各
自
治
体
に
通
達
し
ま
し
た
。
50

歳
以
上
の
方
が
対
象
で
、
内
視
鏡
検
査

か
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
選
べ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
倉
敷
市
で
も
胃
が
ん
内
視

鏡
検
診
が
、
２
０
１
７
年
度
に
は
始
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
た
こ
と
が
な
い

方
と
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
は
、
内
視

鏡
検
査
で
区
別
で
き
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

感
染
が
疑
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
後
は
医
療

ピ
ロ
リ
菌
が
関
係
し
て
い
な
い
胃
が
ん

は
１
％
に
も
満
た
な
い
の
で
、
胃
が
ん

検
診
が
必
要
な
方
は
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感

染
し
て
い
る
、
ま
た
は
昔
感
染
し
て
い

た
人
た
ち
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
胃
が
ん
検
診

こ
れ
ま
で
は
、
40
歳
に
な
れ
ば
全
員

バ
リ
ウ
ム
検
診
を
年
１
回
受
け
て
い
ま

し
た
。
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
率
が
、
高
齢

の
方
で
は
70
％
を
超
え
て
い
た
時
代
は

そ
れ
で
よ
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
感
染

率
が
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
現
在
で

は
、
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
必
要
の
な

い
多
く
の
方
が
、
放
射
線
を
あ
び
る
検

査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
採
血

な
ど
簡
単
に
ピ
ロ
リ
菌
を
見
つ
け
る
方

法
が
あ
れ
ば
、
不
必
要
な
検
診
を
避
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
い
い
方
法
は

ま
だ
十
分
に
開
発
さ
れ
て
い
な
い
の
が

胃
が
ん
の
原
因
は
ピ
ロ
リ
菌

胃
が
ん
は
ピ
ロ
リ
菌
と
い
う
胃
の
中

に
住
ん
で
い
る
ば
い
菌
で
起
こ
り
ま
す
。

胃がん死亡リスク

Ｘ線検診

内視鏡検診

観察期間（年）

胃
が
ん
死
亡
の
累
積
ハ
ザ
ー
ド
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0.
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00
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内視鏡群 Ｘ線群

Hamashima et al., Cancer Sci 2015

胃がん検診：内視鏡検診とバリウム検診の胃がん死亡率

い
よ
い
よ
始
ま
る

　
倉
敷
市
胃
が
ん
内
視
鏡
検
診

消
化
器
内
科　主

任
部
長　
　

水
野　

元
夫
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　今回は、中央玄関入ってすぐに皆さんをお迎えしているス
テンドグラスをご紹介します。

　上（南）側は、おだやかな瀬戸内の波間を楽しそうに飛び
かう水鳥で、これは病がいやされた喜びをあらわしています。
下（北）側の深山に舞う鷹は、当院を見守る創立者・大原孫
三郎、２代目理事長・總一郎父子を象徴しています。

　ともに、型染染色作家で人間国宝の芹澤銈介氏（1895～
1984）の作品です。晩年の新しい仕事ステンドグラスは、
わが国に6点。インドに蓮弁数点しか残されていません。本
院には、この2点のほか、大原記念ホールに「フローレンス・
ナイチンゲール」があります。

　芹澤氏にステンドグラスを、との発想は大原總一郎が倉敷
の自邸西隣りの菜園に石井十次記念堂を企画し、芹澤氏に描
かせたスケッチにステンドグラスがあったことから始まりま
した。

　創立者の大原孫三郎は、病院の
設計理念のひとつに「病院くさく
ない明るい病院」を掲げました。
　倉敷中央病院には、いくつもの
アメニティスペースが設けられて
います。噴水の水音が聞こえ、明
るい日差しが降りそそぐ温室。風
を感じられるセントラルパーラー、
そこで開催されるコンサート。心

を和ませてくれるくつろぎの空間に、多くの方が自然と集
まってきます。患者さんへの優しい環境づくりは、当院にとっ
て、大切な医療の一環です。

当院には温室や多数の絵画など、患者さんに心安らぐひとときを過ご
していただけるようにと、さまざまな施設・装飾が施されています。
このコーナーでは数々の憩いのスポットをご紹介します。
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倉 敷 市
内 の 高 校
生 ボ ラ ン
テ ィ ア と
岡 山 県 警
察 本 部 の
担 当 者 が
2016年12
月 2 7 日 、
防 犯 教 育
のボランティア活動を行うため、当院敷地内の美和保
育園に来園。紙芝居などで「人が多い場所では、迷子
にならないようにお父さんお母さんと手をつなぎま
しょう」と園児に呼び掛けました。

子どもを守る立場を体験して将来は地域のリーダー
になってもらおうと、岡山県警察本部が高校生を対象
に冬季休業期間中の防犯ボランティア参加を募集。こ
の日は倉敷商業、倉敷翠松、倉敷中央の３高校から１、
２年の生徒10人が参加しました。

生徒は２、３歳児の園児20人に紙芝居を披露。子ど
もがお店で迷子になる設定で、「迷子になったら1人で
動いてはだめ。お店の人に名前を伝えましょう」「知
らない人に声を掛けられたら、ついて行かずに逃げま
しょう」などと呼び掛けると、園児は大きな声で「は
い」と応えていました。

紙芝居を朗読した倉敷商業高校２年生の浜谷海斗
さんは「防犯に興味があ
り参加しました。外で
小さな子どもが困ってい
たら、積極的に声を掛け
て助けていきたいし、ボ
ランティア活動も続けた
い」と話していました。

岡山県立倉敷工業高等学校・機械科の生徒が2016
年11月28日、車椅子整備のボランティアで来院しま
した。生徒は外来患者さんが使用する当院中央玄関
の車椅子や手押し車に、タイヤに空気が入っている
かや、ブレーキがしっかり効くかなどを確認しなが
ら整備を行いました。

同校機械
科の課題研
究で2004年
か ら 毎 年、
校外でのボ
ランティア
を希望した
３年生が来
院していま
す。この日
は３つのグ
ループに分かれ、車椅子に座って背もたれが固定さ
れているか、スポークが緩んでいないかなどを確認
してメンテナンス。中央玄関の車椅子を整備した東
隆太さんは「お年寄りの方などが利用するもの。ど
のように整備すれば安全かを考えながら作業しまし
た」と振り返り、山口智矢さんは「地域の方の役に
立つ仕事は、将来の夢と同じ。このような経験をこ
れからの人生にいかしたい」と話していました。

車椅子整備のボランティア
　－倉敷工業高校3年生10人が来院

「知らない人に付いて行ったらだめですよ」
　－高校生が美和保育園で防犯教育ボランティア
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2 0 1 6年12月９
日、「みずいろの
雨」「パープルタ
ウン」などのヒッ
ト曲で知られる八
神純子さんが来院
され、当院緩和ケ
ア 病 棟 ク レ モ ナ
ホールと大原記念ホールでウィンターコンサートを開
催、伸びやかな歌声を届けていただきました。八神さ
んは「歌で患者さんに力を」と、2013年から４年連続
で来院されています。

緩和ケア病棟コンサートでは、「クリスマスの飾り
が素敵で、私にもクリスマスが訪れたようです」と笑
顔で登場。カラオケ、ピアノ演奏に合わせ「世界で一
番愛を伝えるX'mas song」「Mr.ブルー 〜私の地球〜」
など７曲を披露。最後の曲「Smile」ではマイクなし
の声を届けたいとアカペラで語りかけるように歌わ
れ、「いつも笑顔でありたい、私の笑顔は、私の笑顔
でできていると思う」と話されました。患者さんから
は「元気がでた。ありがとう」と声が挙がり、時には
涙を流され八神さんの歌声に耳を傾けていました。

大原記念ホールに場所を移し、最初の曲「There 
you are」では、歌詞の一部を「倉敷のまちへ」に変
えて歌われ、その他「陽だまりのあなた」「約束」「明

日の風」など８曲を熱
唱されました。アンコー
ル の 声 に 応 え ら れ、

「ポーラー・スター」を
披露された後、患者さ
んとゆっくりと握手を
交わし、大原記念ホー
ルを後にされました。

2016年11月11日、当院
の建築物が「倉敷市建築
文化賞」最優秀賞を受賞
しました。最優秀賞は
2004年以来、長い間受賞
対象がなく、12年ぶりの
受賞となります。
「倉敷市建築文化賞」

は、倉敷市内に完成した建築物等で、建築物としての
魅力や存在感があり、まちなみへの調和と景観形成に
貢献し、建築文化の水準を高めていると認められるも
のに対して送られる表彰制度です。

選考委員長のお話によりますと、当院は1923年に創
設以来、医療拠点として市民の健康を支えながら、赤
い屋根と白い建物が倉敷のまちなみに溶け込んで優し
い景観を作り、また、病院の中に入ると、病院らしく
ない明るい雰囲気が患者さんや来院者の心を癒してき
たところが高く評価されました。選定委員会では、満
場一致で最優秀賞の授与が決まったそうです。

なお、この賞は、設計のＵＲ設計と施工の藤木工務
店の３者が共同で受賞しました。

平成28年度「倉敷市建築文化賞」
最優秀賞を受賞しました

患者さんの力になる歌を歌いたい
　－八神純子さんコンサート

授賞式では、山形院長、ＵＲ設計宇垣社長、藤木工務店伊澤常務執行役員
の３者に、河田副市長より賞状が手渡されました
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倉敷中央病院

倉敷中央病院の役割は？
当院は地域の診療所や病院から紹介のあった緊急・重
症な患者さん、救急搬送された患者さんを中心に、入
院や手術など高度で専門的な医療を24時間体制で提供
する急性期病院です。症状が安定されましたら、お近
くの医院をご紹介させていただきます。紹介元の先生
よりご依頼があれば、いつでもフォローいたします。

かかりつけ医を持ちましょう
かかりつけ医を持つことは患者さんにとって大きな利
点があります。かかりつけ医は当院の医師と違う視点
で病気を管理することができ、十分な時間を取っての
相談も可能です。入院や手術など高度で専門的な医療
が必要と判断された場合、紹介状を作成されますので
当院を受診してください。当院での検査や治療が終了
しましたら、当院主治医からかかりつけ医に治療結果
を報告しますので、かかりつけ医で継続した治療を受
けていただきます。

〒710-8602　岡山県倉敷市美和1丁目1番1号
TEL.（086）422-0210㈹　FAX.（086）421-3424
http://www.kchnet.or.jp

倉敷中央病院 かかりつけ医

地域医療機関・
救急を支える病院

専門的な検査や治
療が必要なときは
倉敷中央病院へ

病状が安定したら
かかりつけ医へ

KURASHIKI  CENTRAL  HOSPITAL

この冊子は、倉敷中央病院をご理解いただくとともに、皆さま方との
コミュニケーションをはかるためのものです。皆さまと当院を結ぶ
かけはしとなるように、「Ｋニュース」と名付けました。
●　　●　　●　　●

■患者本位の医療・全人医療・高度先進医療■
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医療安全への取り組み

Close-up


